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モノレール設置作業終了後、巡視路外を下山中に転倒負傷

・モノレール設置作業終了後，他作業員と共にモノレール基地へ向かうため巡視路を下山した。

・被災者は途中で一人休憩した後（他作業員は休まず下山），下山を再開した。

・巡視路とモノレール交差部付近で急こう配且つ滑りやすい巡視路よりも安全だと判断し，モノ

レール沿いを補助レールを手すり代りにして下山。途中で足を滑らせ転倒した際に，モノレール

　支柱に右腕が接触し，右肘内側を切創した。　

[被災程度]右上腕挫創，右上腕蜂巣炎

[装　　備]ヘルメット，作業服（上下），安全長靴（滑り止めなし），手袋，ヤッケ

1.災害発生の主原因

・降雨の影響によりスパイク無し長靴へ履き替え，作業に従事していた。

・巡視路が安全に歩行できるよう整備されていなかった。

・下山時に１人になってしまった。

2.再発防止対策

・滑りやすい箇所での移動や作業時は，滑りにくい靴を使用する。

・事前に歩行ルートを確認し，危険箇所を把握する。

・山地歩行時は，近道行動・予定外行動をしないよう教育資料等を活用し教育する。

以　上

（注）1.　「人身災害報告要領」に基づいて記載するものとし、「工事の種類」「災害の種類」「原因」

については該当項目に○印を付ける。

2. 災害状況の説明と共になるべく図面を添付すること（様式－2）。特に感電の場合は支持物、

電線の離隔距離その他寸法を記入する。
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モノレール設置作業終了後下山中に足を滑らせ転倒負傷

（様式－2）
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